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はじめに

アジア経済研究所（以下アジ研）学術研究リポジトリ、Academic Research Repository at the
Institute of Developing Economies（以下ARRIDE）が2006年8月に誕生して、今年15周年を迎え
る。ARRIDEは、機関リポジトリ1やオープンアクセス2という言葉が聞かれるようになった比較的初
期に公開され、大学以外の学術研究機関による国内初のリポジトリとなった（坂井2010）。しか

し、『アジア動向年報』を収録したアジア動向データベース、研究成果の全文データベースである
AIDEも別に構築され、研究成果の蓄積と発信に係る役割は限定的であった。その後、2016年にオー
プンアクセスと機関リポジトリに関する組織規程が整備され、ARRIDEがアジ研の研究事業による成
果物を一元的に管理し、そのオープンアクセス化を推進していくことになった。2017年、ARRIDE
はアジア動向データベースとAIDEのデータを統合して、国立情報学研究所が提供するJAIRO Cloud
を利用したクラウド型の機関リポジトリとして生まれ変わった（村井2017）。

個人的なことで恐縮だが、筆者は第一子出産後の2006年から、第二子出産のための産休を挟んでの
数年間、事務局の一員として機関リポジトリ業務を担当した。本コラムでは、15年の節目にARRIDE
の構築当時を振り返ってみたい。あわせて、Research Papers in Economics（以下RePEc）の各種
サービスとプレプリントサーバとしての動向についても概観したい。

研究成果のオープン化を目指したARRIDE構築

ARRIDE創設期を語るのに外せない人物が髙木敏朗氏だ。アジ研のシステム室長などを歴任した髙木
氏は、米国オハイオ州立大学に客員研究員として在籍中、学術誌のオープンアクセスなどについて調

査を行い、オープンアクセスを支援する機関リポジトリの動向、経済学分野の分野リポジトリである
RePEc等の研究を行った。研究所の研究成果へのアクセスをオープンにし、アクセス数が向上すれ
ば、アジ研の学問的、社会的、経済的妥当性が証明され、さらには研究所の視認性と存在価値が高ま
る。そう考えて、帰任後、研究所役職員の合意を得てARRIDEの構築に着手した。

髙木氏は、まず2005年4月に内部LANの上に実証実験サーバを設置し、DSpace3を用いて独自に
ARRIDEの試作版を構築した。これをもとに2006年1月に機関リポジトリシステムを調達し、試験公



開を経て、同年8月の正式公開へと導いた。さらに、機関リポジトリは組織全体のものであるという
考えから、研究所理事を委員長とした機関リポジトリ委員会を立ち上げた。研究所の企画、運営を担
う企画調整会議の構成員（当時の役員、研究企画部長、研究支援部長、地域研究センター長、新領域
研究センター長、開発研究センター長、開発研修室長、図書館長）がARRIDEの運営方針を定める体
制を整えた。また、図書館にARRIDEの管理、研究成果の著作権処理・代理登録等を行う事務局が設
置された。ARRIDE構築の経緯については髙木論文（2008）に詳しく記されているので参照された
い。機関リポジトリ委員会は2007年以降活動を停止し、2013年度からは事務局ではなく、図書館の
担当課が機関リポジトリ業務を担うようになり、さらにシステムを専門とする職員が専任する体制へ

と移行した。

その後、2015年に独立行政法人制度が改正された際、アジ研に国立研究開発法人型の目標設定が準
用され、組織として研究開発成果の最大化に取り組むことになった。あわせて、2016年1月に閣議
決定された第5期科学技術基本計画において、オープンアクセスと研究データのオープン化の推進が
掲げられ、公的資金による研究成果の利活用を可能な限り拡大するよう求められた。これを受け、
「アジア経済研究所オープンアクセスに関する規程（2017年3月施行）」「アジア経済研究所学術
研究リポジトリ運用に関する内規（2017年3月施行、2019年4月改正）」が策定され、ARRIDEが研
究成果を一元的に収集、保存、公開し、図書館がその管理、運営を担うことが明文化された。

ARRIDEマスコットキャラクターのアラちゃん。
背景の海と芝生はアジ研が所在する千葉市美浜区の海と公園のイメージ（今回公式サイトに初登場）。

RePEcとの連携とその効果

ARRIDEの特徴として、特筆すべきは、創設当初からのRePEcとの連携である。RePEcウェブサイト
によると、RePEcは、経済学およびその関連分野の研究の普及と促進を目的として1997年に設立し
たデジタルアーカイブである。RePEcチームを中心に、世界中の何百人ものボランティアによって維

持管理されている。2000を超える研究機関、大学、出版社が運営するアーカイブから、ワーキング
／ディスカッションペーパー、ジャーナル論文、単行書、チャプター論文等をハーベスト（刈り取
り）し、2021年8月現在、約370万件（約330万件はダウンロード可）もの経済分野の研究コンテン
ツへのアクセスを提供している。

髙木氏は研究所の国際社会での認知度を向上させるには、RePEcに機関名、研究成果、研究者等を登
録し、引用数やダウンロード数を上げることが効果的であると考えていた。そこで、RePEc登録の要



件であるOAI-PMH4を用いてプログラムを書き、ARRIDEに登録したコンテンツが定期的にRePEcか
らハーベストされる設定を施した。その際、コンテンツへの恒久的なアクセスを保証するため、ハン
ドルシステム5を導入して、ARRIDEコンテンツに固有の識別子を付与した。その結果、研究成果を
一元管理するために複数のデータベースを統合した際、ARRIDEのコンテンツはリンクが保持され、
アクセス不可になることがなかった（岸2019）。

さらに、現在のJAIRO Cloud上のARRIDEにはない機能だが、当時DSpaceで構築したARRIDEの検
索結果に、アジ研図書館のOPACで検索した同一著者の論文リスト、およびアジ研ウェブサイトの研
究者紹介ページへのリンクを張ったことは、研究者個々に研究ポートフォリオを提供するという点で

関心を集めた。また、経済学分野の学術成果として検索されるよう、JEL分類コード6を付与するよう
提案したのも髙木氏である。このような様々な工夫が功を奏して、ARRIDEは発信力のある機関リポ
ジトリとして注目され、一橋大学図書館、国立国会図書館や日本原子力研究開発機構等からの視察が
相次いだ。

2009年3月号の『アジ研ワールド・トレンド』で機関リポジトリについて特集を組んだ際、検索ロ
ボット等の機械的ダウンロードを除去してARRIDEのアクセスログを解析した結果、海外からのアク
セスが7割を占め、そのうち3割がRePEcを経由したアクセスであることが報告された（佐藤・逸村
2009）。さらに、ウェブメール経由のアクセスが存在することもARRIDEの特徴として挙げられて
おり、RePEcの通知サービスからのアクセスが示唆された。また佐藤らの報告によると、北海道大
学、京都大学の機関リポジトリの場合、国内からのアクセスが過半数を占め、サーチエンジン経由、
特にGoogleの検索結果が半数前後を占めたという。RePEcとの連携で海外からの利用を多く得たこ
とは髙木氏の狙いどおりであったといえる。

RePEcウェブサイトによると、RePEcに機関登録している日本の学術研究機関は401件にのぼり、コ
ンテンツを登録している機関はうち200件で、それらに所属する1179人が著者として登録してい
る。2007年8月7日時点では、機関登録していた日本の学術研究機関は292件で、そのうちコンテン
ツを登録していたのはアジ研の他、日本銀行、一橋大学、神戸大学、関西学院大学、京都大学、大阪

大学、独立行政法人経済産業研究所の7機関のみであった。

RePEcの各種サービス概観

RePEcは、研究機関、大学、出版社等から集めたデータを文献データベース、引用情報サービス、ラ
ンキング情報などの形で提供している。その一部を表1にあらわした。以下、各種サービスについて
概観する。

表1　RePEcが提供する各種サービス
（2021年7月26日アクセス）



種類 サービス名　
URL ホスト（国） 概要

（データ数は2021年7月26日時点）

（1）
文献データベース

IDEAS

Christian
Zimmermann
氏
セントルイス
連邦準備銀行
研究部門
（米国）

ワーキングペーパー（5334シリー
ズ）、ジャーナル論文（3726誌）、ソ
フトウェアコンポーネンツ（36シリー
ズ）、単行書（530シリーズ）、チャ
プター論文（320シリーズ）を収録、
詳細な検索機能を提供。各コンテンツ
を出版元やシリーズ名、JEL分類コード
などでブラウジング可。被引用数、ダ
ウンロード数、抄録閲覧数からランキ
ングも提供。

EconPapers

Sune Karlsson
氏
エレブル―大
学Business
School（スウ
ェーデン）

ワーキングペーパー103万1697件
（5334シリーズ）、ジャーナル論文
243万5470件（3706誌）、ソフトウ
ェアコンポーネンツ4824件（36シリー
ズ）、単行書5万5983件（551シリー
ズ）、チャプター論文17万647件
（324シリーズ）を収録、キーワー
ド、著者名等から検索可。検索結果は
ランキング順にソート可。コンテンツ
ごとにアルファベット順にブラウジン
グ可。

Munich
Personal
RePEc Archive
（MPRA)

ミュンヘン大
学図書館
（ドイツ）

ワーキングペーパーと単行書5万2616
件収録。所属機関がRePEcに登録する
設定をしていなくても個人でコンテン
ツを登録できる。英語が最多だが、日
本語を含むその他言語も受け入れてい
る。

（2）
引用情報サービス CitEc

José Manuel
Barrueco氏
バレンシア大
学
（スペイン）

文献データベースに登録されたコンテ
ンツの引用分析。参照リストを自動的
に抽出し、解析している。

（3）
ランキング情報

RePEc/IDEAS
rankings

LogEcプロジェ
クト：
Sune Karlsson
氏
エレブル―大
学（スウェー
デン）

経済学および関連分野の研究を対象と
したランキング。引用分析はCitEcプロ
ジェクトによって実行され、抄録閲覧
数とダウンロード数はLogEcプロジェ
クトによってカウントされている。

https://ideas.repec.org/
https://econpapers.repec.org/
https://mpra.ub.uni-muenchen.de/
https://mpra.ub.uni-muenchen.de/
https://mpra.ub.uni-muenchen.de/
https://mpra.ub.uni-muenchen.de/
http://citec.repec.org/
https://ideas.repec.org/top/
https://ideas.repec.org/top/


CitEcプロジェ
クト：José
Manuel
Barrueco Cruz
氏
バレンシア大
学（スペイ
ン）
著者登録：
Ivan
Kumanov氏
（ベルラー
シ）
機関登録、ラ
ンキング：
Christian
Zimmermann
氏 セントルイ
ス連邦準備銀
行（米国）

（4）
著者サービス

RePEc Author
Service

セントルイス
連邦準備銀行
（米国）

著者データとプロファイルを管理、文
献データベースの研究成果へのリンク
を提供。

（5）
通知サービス

New
Economics
Papers
（NEP）

マッセー大
学 School of
Economics
and Finance
（ニュージー
ランド）

電子メール、RSS、Twitterによる通知
サービス。

（出所）RePEcウェブサイトおよびブログより筆者作成

（1）文献データベース

上記で一覧できるように、RePEcの各文献データベースは、それぞれ別の機関がホストを務め、コン
テンツの収録対象や収録数が少しずつ異なる。ここでは、タイトル別にアジ研の研究成果の登録状況
を見たい（データ数は2021年7月26 日時点）。

①“IDE Discussion Papers”――新興国・途上国研究に関する新しいアイディアや知見を世界に向け
て迅速に発信し、活発な議論を喚起することを目的とした論文草稿。

ARRIDE経由で登録され、RePEcのIDEASとEconPapersの文献データベースから全文へのアクセス
が可能である。

https://authors.repec.org/
https://authors.repec.org/
http://nep.repec.org/
http://nep.repec.org/
http://nep.repec.org/
http://nep.repec.org/


“IDE Discussion Papers”（2004～2021年）787件（全件ダウンロード可）

Munich Personal RePEc Archive（MPRA）にも個人からと思われる登録が確認された。

“IDE Discussion Papers”2件（2016年、2018年）（全件ダウンロード可）

②“The Developing Economies”――新興国・途上国研究の査読付き学術誌で、1962年に創刊した
アジ研の英文機関誌。

ARRIDE経由で登録され、RePEcのIDEASとEconPapersの文献データベースから全文へのアクセス
が可能である。

“The Developing Economies”（1988～2005年）のジャーナル論文61件 （全件ダウンロード
可）

“The Developing Economies”は、学術成果の国際的な流通を目指して、2006年に研究所内部での
出版から当時のWiley-Blackwell社（現Wiley社）による商業出版に切り替えた。 版元となった

Wiley社から、最新号まで登録されている。RePEcに登録されているジャーナル論文は、出版元のポ
リシーに従って公開されているので一定のエンバーゴ期間がある場合もある。

“The Developing Economies”（1996～2021年）のジャーナル論文521件 （うち501件ダウン
ロード可）

③“IDE Research Papers”――アジ研が実施した開発問題に関する研究結果を幅広い読者に発信する
ための論文草稿。

ARRIDE経由で登録され、RePEcのIDEASとEconPapersの文献データベースから全文へのアクセス
が可能である。

“IDE Research Papers”5件（2003年）（全件ダウンロード可）

④その他

MPRAには、アジ研とアジア経済研究所開発スクール（IDEAS）の機関名のもとに2件のコンテンツ
が登録されている。ARRIDE本体には登録されていないため、アジ研の研究事業にかかわった外部の
研究者が個別に登録したと推測される。

（2）引用情報サービス



RePEcに登録されたコンテンツが、何回、どの学術コンテンツに引用されたか、著者名、あるいはタ
イトル名から検索して、引用データを参照できる。コンテンツ間の引用関係を保持するため、RePEc
は、著者に対して、著者サービスへの登録と個人プロファイルに引用情報を追加することを求めてい
る（RePEc Blog 2019b）。

（3）ランキング情報

各コンテンツに対する様々なランキングが毎月更新され、提供されている。RePEcブログによると、
ランキングはRePEcの各種サービスの副産物に過ぎないとしながらも、研究資金の調達等に使用され
ることがあるため、その重要性は認識されている（RePEc Blog 2016）。また国内でも、政策研究
大学院大学が研究科の研究成果の水準を示すのにRePEcランキングを参照するなど、研究評価に使っ
ている例が見られる（政策研究大学院大学2017）。

（4）著者サービス

RePEcの解析プログラムによるダウンロード数や抄録閲覧数等のアクセス統計がメールで送付され

る。ARRIDE創設当時、著者登録する研究者は20人ほどと多くなかったが、現在、RePEcウェブサイ
トのアジ研の機関名のもとに46人が登録されている。

（5）通知サービス

誰でもメールアドレスを登録すれば、RePEcに新規コンテンツが登録された際に通知を受け取ること
ができる。ボランティアの博士課程の学生や若手研究者が、テーマ別のグループを作成し、コンテン
ツの振り分けを行っている。2007年12月には、地域別・主題別に合計11種類のグループしかなかっ
たが、2021年8月現在、97種類に増えている。

プレプリントサーバとしてのRePEc

さて、コンテンツの多くをワーキング／ディスカッションペーパーなどのプレプリント7が占める分
野リポジトリはプレプリントサーバとも呼ばれている。2019年5月のRePEcブログによると、経済
学の査読プロセスは一般に時間がかかり、論文提出から公開までに数年かかることもあるため、ワー
キング／ディスカッションペーパーの公開を促進することはRePEc設立の目的のひとつでもあった
（RePEc Blog 2019a）。また、2018年10月のブログでは、RePEcがオープンアクセスを促進する
手段のひとつに、プレプリントの公開が挙げられている（RePEc Blog 2018）。

2017年1月から2021年6月までの”The Developing Economies”と”IDE Discussion Papers”のアク
セス統計をそれぞれグラフ1とグラフ2であらわした。抄録閲覧数は、2019年6月ごろから増加の傾

向を見せている。特に”IDE Discussion Papers”のアクセスが伸びている。他方、ダウンロード数に
大きな変化は見られず、継続して一定の利用を見せている。



ジャーナルに掲載されるよりも前にプレプリントを公開することで、多くの読者に研究が認知され、
引用される可能性が上がるメリットがある一方、プレプリントとして公開された研究を掲載しないジ
ャーナルもある。プレプリントの有効活用が促される反面、あくまでも付加的な研究成果で、原著論
文の代替物とはならないことが指摘されている（林2021）。しかし、コロナ下において、研究者、
助成機関、学術出版社、図書館の協力により、新型コロナウイルスの研究データやプレプリントをは
じめとする研究成果の迅速な共有が加速している（池内2020）。オンラインで利用できる研究資源
は、研究活動において、研究開発費や人的・物的資源、時間の効率的な活用を可能にし、研究を急速
に進展させる役割を担うようになった。池内（2020）は、それがオープンサイエンス8の効果である

と述べている。

グラフ1　“The Developing Economies”のアクセス統計

（ダウンロード数、抄録閲覧数）

（出所）RePEcウェブサイトより筆者作成（2021年7月21日アクセス）

グラフ2　“IDE Discussion Papers”のアクセス統計

（ダウンロード数、抄録閲覧数）



（出所）RePEcウェブサイトより筆者作成（2021年7月21日アクセス）

おわりに

ARRIDEの構築に貢献された髙木氏は、2009年度末をもって退職された。その後、オープンアクセ
ス化の動きは加速し、2002年のブダペスト・オープンアクセス・イニシアティブで明確化されたオ
ープンアクセスは、今やオープンサイエンスへと発展している。研究データやデジタルアーカイブ等
の公開にも対応できるよう、ARRIDEとして運用している現行JAIRO Cloudのシステムも2021年か
らWEKO2からWEKO３へと移行を開始し、次世代リポジトリに向かって進化を続けている。

創設時を振り返ると、ARRIDEは、国内外の動向を踏まえ、将来を見据えた髙木氏の確かな知識と技

術を基礎に構築されていたことを改めて実感する。その上に、今日の研究開発成果の最大化が可能と
なっている。長期的な視野に立って、新たな価値を生み出せるような仕事ができているか、15年の
節目に自分自身についても省みることになった。10年、20年先の利用者に貴重な研究資源を残せる
よう、日々精進したい。
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注

1. 大学や研究機関に所属する研究者や職員、学生の研究成果を収集、保存し、公開するためのデー
タベースシステム。

2. 誰もが障壁なくインターネット上に存在する学術コンテンツに無料でアクセスできること。
3. 機関リポジトリを構築するためのオープンソースソフトウェア。

4. メタデータを収集するための世界共通のプロトコル。
5. インターネット上に存在するコンテンツを永続的に特定するための識別子。
6. アメリカ経済学会の"Journal of Economic Literature"が用いる分類コードで、経済学分野の主

要データベース、EconLitの収録論文もJELコードで分類されている。
7. 正式な査読を受ける前にオープンアクセスプラットフォームに登録、公開される学術草稿。
8. 学術論文や研究データのオープン化など、学術研究活動やその成果発信・管理などにおいて新た

なスタイルや方法論を模索するさまざまな活動を包括的に捉えた概念。
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